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言語聴覚士は、コミュニケー
ションと食べる機能に障害を持
つ方の支援をする仕事です。
〝コミュニケーション〟と〝食

べる〟ことの繋がりは関係ない
ようで、同じ口腔機能を使うと
いう共通点があります。例えば
病気や障害によって、舌や口唇
の動きが十分でなければ、発語
が困難になるだけでなく、摂食
することも難しくなります。
当院では現在2名の言語聴覚

士がおり、失語症や構音障害、
発声障害、嚥下障害等の患者さ
んに対して、指導・訓練を行っ
ております。病床数585床に対
して決して多くない人数ではあ
りますが、二人で力を合わせ、
また理学療法士・作業療法士と
も協力しながら、日々のリハビ
リに奮闘しています。

小川志穂子
田伏　真美

（京都桂病院言語聴覚士）
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●
給
料
が
上
が
ら
な
い
こ
と

（
看
護
師
25才

）

●
イ
ン
シ
デ
ン
ト
し
た
こ
と

（
看
護
師
23才
）

●
通
勤
が
大
嫌
い
（
看
護
師
25
才
）

●
結
婚
破
棄
（
看
護
師
24
才
）

●
T
V
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
て
寝
て
、

朝
、
母
親
に
ガ
ミ
ガ
ミ
怒
ら
れ
る

（
看
護
師
41
才
）

●
I
C
U
の
中
で
、
1
人
で
H
D
を
回
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
。（
透
析
室
か
ら
I

C
U
へ
出
向
き
、
1
人
で
機
械
と
向
か
い
あ

わ
せ
に
な
っ
て
、
4
時
間
…
長
す
ぎ
る
）

（
看
護
師
37
才
）

●
自
宅
購
入
を
母
に
迫
ら
れ
た

こ
と
。
病
気
に
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
30
才
）

●
外
来
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
ギ
リ
ギ
リ
な
の

に
、
病
気
で
休
む
ス
タ
ッ
フ
で
他
の
部
署
に
応

援
を
頼
ん
だ
ら
、「
あ
な
た
の
と
こ
に
は
、
定

数
配
置
だ
し
…
と
か
、
人
に
つ
い
て
は
、
師
長

が
采
配
す
る
か
ら
」
看
護
部
に
は
現
場
の
問
題

は
言
っ
て
く
る
な
み
た
い
に
言
わ
れ
た
こ
と

（
看
護
師
53
才
）

●
残
業
が
多
い
こ
と
（
看
護
師
25
才
）

●
毎
日
業
務
に
追
わ
れ
て
、
休
み
の

日
も
休
ん
だ
気
に
な
れ
な
い
日
々
が

続
い
て
い
る
こ
と
（
看
護
師
23
才
）

最
近
一
番
あ
な
た
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
こ
と
は
？

最近やって効果のあったストレス解消法は？
やってみたいストレス解消法は？●友だちと旅行の計画を練ること。旅行が楽しみで仕事

をがんばろうと思った（23才）●“バーゲン”酒（25
才）●新作の映画を予約して見に行ったこ

と（チケット売り場では長蛇の列）、
休みの日に見逃した映画のDVDを
借りてまとめて5本見まくったこ
と（53才）●夜のドライブ←深
夜？。車が少ないのでイライラが
たまらず快適です。カラオケ熱唱。

そしてひたすら寝ること（30才）
●太鼓をたたく！おもいっきり（37才）

●仲の良い友だちととりとめもなく、いろんなことを話
す。背筋を伸ばして深呼吸（なるべくおなかから息を出
す）をしてみる。あとはとにかく寝
て忘れる（26才）●ボーナスで
DSライトを買って、スーパー
マリオをしています（暴言を吐
きながら！）（41才）●インタ
ーネットのネットゲーム、カラオ
ケ、年に1回のディズニーランド（24才）
●激しいライブに行く（25才）●兄弟にぐちる（23才）
●ウォータージャンプに行ったこと、マッサージに行く
こと（25才）

●南国でダイビング三昧。長期休暇（25才）●スポーツ
する。走る。おいしいものを沢山食べる
（23 才）●格闘技を極める（25 才）
●スキューバダイビング（1回しか行
ってない）（24才）●飽きるまでデ
ィズニーランドに通い続けること
（でもきっと飽きない）全国温泉巡り
を気の済むまで！（41才）●パラグラ

イダーで空を飛びたい（26才）●仕事も家
事も忘れてぼーっとしたい…（37才）
●2～3年世界各国をさまよいた
い（30才）●まとめて休暇を取
って海外でゆっくりしたいド
イツ・スイス・フランス等
（53才）●とりあえず3ヶ月
休みを取って世界旅行へ！昇
給（25才）●屋久島へ行って、
自然とたわむれて、いやされたい
（23才）●スキューバダイビング・富
士登山（39才）
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京
都
医
労
連
が
取
り
組
ん
だ

「
看
護
実
態
調
査
」
の
バ
ー
ン
ア

ウ
ト
の
指
数
が
示
す
よ
う
、
医
療

現
場
で
の
労
働
の
量
・
質
が
激
変

す
る
も
と
で
、「
心
の
病
」
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
各
職
場
で
対
策

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
労
働
組
合
と

し
て
こ
の
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
「
心

の
病
」
で
の
長
期
休
業
者
は
47
万

人
、
内
閣
府
で
は
2
5
0
万
人
が

精
神
に
障
害
を
持
つ
人
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

精
神
疾
患
に
は
不
安
障
害
（
神

経
症
）
・
P
T
S
D
・
統
合
失
調

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
心
の
病
」

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
う
つ
病
」
は

自
殺
率
が
高
く
、
一
生
に
罹
患
す

る
割
合
は
男
性
10
％
、
女
性
25
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
病
は
脳
の
慢
性
的
な
疲
労

そ
し
て
仕
事
上
の
出
来
事
、
例
え

ば
職
場
の
人
員
が
減
っ
た
、
新
し

い
仕
事
を
任
さ
れ
た
な
ど
が
重
な

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
よ
く
家
庭
の
問
題
だ
け

が
原
因
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
労
働
者
な
ら
必
ず
仕

事
上
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

「
責
任
感
が
強
く
て
、
ま
じ
め
で
、

気
配
り
が
で
き
、
優
し
い
」
一
言
で

言
え
ば
、
人
間
的
に
す
ば
ら
し
い
考

え
方
の
持
ち
主
で
す
。
こ
れ
が
メ
ラ

ン
コ
リ
ー
親
和
性
で
う
つ
病
に
な
り

や
す
い
考
え
方
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
病
気
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
に

起
こ
り
う
る
疾
患
で
す
か
ら
、「
心
の

風
邪
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
病

気
に
罹
れ
ば
、
早
期
に
発
見
し
早
期

に
治
療
す
る
」
こ
れ
っ
て
い
つ
も
私

た
ち
医
療
労
働
者
が
言
っ
て
い
る
言

葉
で
す
よ
ね
。
う
つ
病
も
薬
と
休
養

で
治
る
病
気
で
す
。

と
こ
ろ
が
「
心
の
病
」
に
対
し
て

は
偏
見
と
誤
解
が
少
な
か
ら
ず
あ
り

ま
す
。
以
前
に
参
加
し
た
労
働
科
学

研
究
所
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
う
つ
病

を
罹
患
し
た
時
に
受
診
を
し
な
い
方

が
50
％
、
内
科
を
受
診
す
る
方
が

35
％
、
そ
し
て
精
神
科
を
受
診
す
る

の
は
15
％
に
過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。（
今
で
は
少
し
改
善
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
）
つ
ま
り
、
多
く

の
方
が
う
つ
病
な
ど
と
思
わ
ず
に

「
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い

る
」「
体
調
不
良
」
な
ど
と
思
い
込
ん

で
し
ま
う
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
職
場
の
仲
間
が

察
知
し
、
医
療
機
関
へ
の
橋
渡
し
を

実
践
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
必
要

な
こ
と
は
、「
き
づ
き
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

（
芝
井
　
公
）

★以下の項目を自分自身に当てはめて
見てください。

①38度くらいの熱で休むのは迷惑だ
②几帳面でこつこつと仕事をする
③手抜きは嫌い、わりと凝り性だ
④気配り屋で、宴会などでは場を盛り
上げる
⑤上司・同僚・部下の評価を気にする
⑥嫌なことも断れない優しさがある

京都医労連労働安全衛生対策委員会
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第
一
部
の
地
域
医
療
の
実
態
調
査

結
果
報
告
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
金
沢
大
学
の
横
山

寿
一
先
生
の
「
医
療
構
造
改
革
と
地

域
医
療
の
課
題
」
と
題
す
る
基
調
講

演
を
受
け
て
、
市
民
の
手
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
進
み

ま
し
た
。
3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発

言
を
受
け
て
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
は

「
市
民
病
院
で
娘
の
髄
膜
炎
を
治
し
て

厳
し
い
夏
の
陽
射
し
の
下
、
舞
鶴
市
民
病
院
の
委
託
・
民
営
化
で
揺
ら
ぐ
舞
鶴
市
で
、
中
総
合

会
館
に
1
3
0
人
の
市
民
を
集
め
て
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
盆
前
の
最
後
の
日
曜
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
場
前
の
駐
車
場
は
次
々
や
っ
て
く
る
市
民
の
車

で
埋
ま
り
ま
し
た
。

も
ら
っ
た
。
何
人
も
の
医
師
が
治
療
方

針
を
検
討
し
て
く
れ
て
信
頼
し
て
い
た

の
に
市
が
だ
め
に
し
た
」
と
い
っ
た
声

の
ほ
か
、
近
隣
自
治
体
の
市
立
病
院
へ

の
投
資
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
舞
鶴
市

の
責
任
を
追
及
す
る
声
な
ど
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

最
後
に
、
横

山
先
生
は
、「
患

者
本
位
の
医
療

を
進
め
て
き
た

市
民
病
院
の
高
い
信
頼
が
あ
ら
た
め

て
証
明
さ
れ
、
今
日
の
問
題
が
予
測

さ
れ
て
い
た
の
に
、
こ
れ
に
対
応
し

て
こ
な
か
っ
た
市
の
責
任
が
明
確
に

さ
れ
た
。

舞
鶴
市
が
市
民
と
府
北
部
の
医
療

問
題
に
政
策
を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
行
政
の
狭
い

枠
の
中
で
な
く
、
今
回
の
実
態
調
査

を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
声

を
生
か
し
て
ど
う
い
う
方
向
を
目
指

し
て
い
く
の
か
、
他
の
医
療
機
関
と

の
連
携
、
高
次
医
療
の
問
題
も
あ
わ

せ
て
、
市
民
の
税
金
で
整
備
さ
れ
た

今
の
施
設
を
生
か
し
た
現
実
可
能
な

方
向
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、「
市
民
病
院
問

題
と
地
域
医
療
を
考
え
る
市
民
の
会
」

の
発
足
総
会
が
開
催
さ
れ
、
８
人
の

代
表
世
話
人
を
選
出
し
、
代
表
世
話

人
の
桐
村
昌
典
さ
ん
が
市
民
ア
ピ
ー

ル
を
読
み
上
げ
採
択
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
か
ら
田
中
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
、
近
隣
の
各
府
県
医
労
連

の
代
表
や
京
都
医
労
連
の
森
田
委
員

長
も
か
け
つ
け
ま
し
た
。

横山寿一先生



「私は市民病院で長

男を出産しました。フ

ットマッサージやアロ

マテラピーなど、産科を

良くしたいというスタッフ

の思いの伝わるさわやかな病院だった。そのときのスタッ

フが今どうしているかと思うと心が痛む。2度目の出産も是

非と思っていたが、今では長男にここで生まれたことも

言えないのが悲しいです。何とか市民病院を元のように

してほしい」

2006.秋号　No.1535

「市民病院が優秀な医師を残

す努力をしてこなかったことが

こうしたことを招いた原因です。

気軽で下駄履きで行ける病院は

私たち町の医者に任せてほしい。

高次機能を持つ市民病院が必要

なんです。市が医療政策を持っ

て、大胆な発想で実現可能な取

り組みをしてほしい」

「市民の会」の準備会は、6月20日
から7月15日までのおよそ1ヶ月、京
都北部の 2 市 2 町と福井県の 3 町の
「人口100分の1の世帯」を対象にし
た大規模なアンケート調査と医療関係
団体や行政など19箇所への聞き取り調
査を実施しました。
アンケートからは、産科や小児科の

充実を望む声が強く出され、市民病院
問題がほぼすべての市町から影響があ
ったとされ、「いつでも見てもらえる総
合病院」として市が責任を持って運営
すべきとする声が圧倒的でした。

『
か
ん
ざ
ら
し
』
白
玉
は
長
崎
県
島
原
の
名
物
で
す
。
上
品
な
甘
さ
の
蜜
と
一
緒
に
口
に
入
れ
る
と
独
特
の
食
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

蜜
は
蜂
蜜
と
「
何
か
」
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
る
の
で
す
が
、「
何
か
」
は
ヒ
･
ミ
･
ツ
！
　
知
り
た
い
人
は
、
鞍
馬
口
通
り
寺
町
東
入

ル
「cafe&

dining
V
arious

T
im
e

」
へ
行
っ
て
み
て
下
さ
い
。
社
会
保
険
京
都
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
富
田
さ
ん
が
教
え
て
く

れ
る
か
も
…
？

い
つ
で
も
診
て
も
ら
え
る
総
合
病
院
74
％ 

も
っ
ぱ
ら
長
期
入
院
を
受
け
る
病
院
10
％ 

リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
院
3.0
％ 

どのよう
な病院と

して整備
すべきか

 

「41歳の夫が

突然脳梗塞で倒

れた。立つことも

手を動かすこともでき

ず、言葉もなくした夫を見ていて、主人は死

んだほうがよかったと思ったこともあった。

でも、市民病院のリハビリのおかげで手も足

も少しずつ動くようになった。今朝、初めて

子供の髪をなでられて、涙を流して喜んでい

た。入院してリハビリが出来ないと聞き、驚

いたが何とか通院できるようになった。4年

も10年もつらいリハビリが必要な患者にとっ

て入院してリハビリできる病院は必要です」

小谷晴弥先生
（整形外科医院院長：明倫学区）

佐々木直美さん
（倉梯学区）

土佐陽子さん
（与保呂学区）
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久しぶりにまじめにMESOを読みました。（すい
ません）なかなか読みごたえがありました。よい記
事がいっぱいですね。障害者自立支援法のはなし、
医療事故学習会のこと、平和のつどいに30人の記

事、時には音楽、トークプラザ…
重田洋子（第二日労組）

愛犬自慢に出して頂いた我が家の愛犬スコットが
急に元気がなくなってしまい、この夏のりきれるだ
ろうかと心配する日々です。

谷山久美子（第二日労組）

思
う
通
り
に
歩
め
ば
い
い
の
よ

タ
ー
シ
ャ
・
デ
ュ
ー
ダ
ー
の
言
葉

パ
ラ
パ
ラ
と
本
屋
さ
ん
で
め
く
っ

て
み
た
。

ま
ず
言
葉
が
心
に
響
い
た
…
中
を

み
て
い
く
と
ま
る
で
映
画
の
中
の
ワ

ン
シ
ー
ン
の
様
な
情
景
が
、
は
さ
ん

で
あ
る
。
言
葉
は
少
な
い
…
く
ど
く

ど
と
語
っ
て
い
な
い
・
け
れ
ど
、「
あ

あ
、
そ
う
か
」
と
自
分
の
こ
こ
ろ
が

一
息
つ
け
る
。

語
っ
て
い
る
の
は
、
誰
も
が
気
が

つ
い
て
い
る
事
で
、
け
れ
ど
毎
日
の

生
活
の
中
で
流
し
て
し
ま
っ
て
い
る

言
葉
。「
幸
福
と
は
心
が
充
た
さ
れ
る

こ
と
」

あ
あ
、
そ
う
だ
な
、
皆
毎
日
、
そ
の

為
に
あ
く
せ
く
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ

な
あ
、
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
る
毎
日
に
、

つ
い
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

疲
れ
た
時
、
心
の
元
気
が
な
く
な

っ
て
き
た
、
と
思
う
時
、
取
り
だ
し

て
、
自
分
も
87
歳
の
タ
ー
シ
ャ
で
は

な
く
、
本
の
中
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
っ

て
、
写
真
の
中
に
入
り
込
ん
で
み
る

…

第
二
日
赤
労
組
　
吾
亦
紅

152号トークプラザの薬真寺さんのお名前が間違っていま
した。おわびいたします。

医師・看護師ふやせ
10.27 中央集会
2006年10月27日（金）
日比谷野外音楽堂
★文化行事／12：30～13：00
★集会／13：00～14：20
★パレード／14：30～16：00

長浜黒壁スクエアー散策と
ガラス細工体験の旅

日時／10月29日（日）
京都駅八条口バスプール8時集合（8時半出発）

日程／長浜（10時頃）
→ガラス細工体験
→長浜浪漫ビールで近江牛石焼御膳
→長浜黒壁スクエアー散策
→京都駅八条口（17時30分）

参加費／7,000円（体験教室は別料金）
申込締切／10月10日（火）

主催：京都医労連女性委員会
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そうめん
チャンプルー

夏のお中元であまったそうめんを使って、緑
黄色野菜で、不足しがちな栄養素もしっか
り補える焼きそうめん。

作り方
①ニンジンは長さ3センチの千切り、ニラは
長さ3センチに切り、シイタケはうす切り
にします。
②そうめんは熱湯に入れて、沸騰したらザル
に上げ、流水でよく洗い、水気を切ります。
③フライパンでサラダ油を熱し、ニンジン、
シイタケ、シナチクの順にいため、さらに
そうめんを加えてほぐしながらいため、塩、
コショウで味を調えます。次にモヤシ、ニ
ラを加えてさっといため、仕上げに濃い口
しょうゆを鍋肌に沿って加え、全体になじ
ませます。おいし～い

1 2 3  4 5  

6

9

10 11 12

13 14 15

16 17

19

18

20

7

8

151号の正解は「サクランボ」でした。以下の方
に図書カードを送ります。

薬真寺香奈（第二日赤労組）、岡島　直美（第一日
赤労組）、若田　哲史（民医労東支部）、是澤　雅
代（民医労東支部）、丹所紀代子（民医労上京支部）

送り先＝〒604-8854 京都市中京区壬生
仙念町　労働会館5Ｆ・京都医労連

FAX・Email可＝075-811-6170
irouren@labor.or.jp

締切＝10月25日消印有効（官製ハガキか、
FAX・メールで組合名も忘れずに）

発表＝155号
賞品＝正解者のうち抽選で5人の方に1,000

円分の図書カードをお送りします。

パ ズ ル コ ー ナ ー の5文字を1つの言葉（単語）にしてください。

パズルのこたえ

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
お
盆
に
ご
先
祖
様
に
御
あ
い
さ
つ
に

行
き
ま
し
た
。

②
旧
約
聖
書
で
は
、
人
類
最
初
の
女
性

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
過
度
の
精
神
緊
張
で
あ
な
た
は
た

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
上
手
に
発
散

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
心
身
を
清
め
て
神
の
祭
り
に
奉
仕

す
る
未
婚
の
少
女
。

⑤
う
ど
ん
は
こ
れ
で
き
ま
り
ま
す
。

⑦
組
織
的
に
つ
く
っ
た
巨
額
の
裏
金
を

県
職
員
組
合
の
口
座
に
隠
し
て
い
た

県
。

⑨
京
都
の
夏
の
飲
み
物
で
す
。
美
し
い
琥

珀
色
、
生
姜
の
効
い
た
す
っ
き
り
し
た
甘

さ
で
す
。

⑪
鉛
筆
の
書
き
損
じ
は
、
こ
れ
で
な
お
せ

ま
す
。

⑫
き
わ
め
て
大
き
な
蛇
。

⑮
雲
母
。

⑰
働
き
も
の
の
昆
虫
で
す
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
楽
し
い
は
ず
の
プ
ー
ル
が
命
を
奪
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

⑥
く
ぬ
ぎ
の
樹
液
が
大
好
き
で
す
。

⑧
あ
か
ら
さ
ま
に
言
う
の
を
憚
る
よ
う
な

事
物
を
暗
に
指
し
て
い
う
語
。

⑨
貴
重
な
も
の
を
納
め
て
お
く
く
ら
。

⑩
漁
獲
し
た
魚
や
料
理
に
使
う
魚
を
生

か
し
て
お
く
所
。

⑫
子
を
も
つ
者
。

⑬
A
T
M
の
手
数
料
の
方
が
高
い
な
ん
て

お
か
し
い
で
す
ね
。

⑭
世
界
で
初
め
て
原
子
爆
弾
を
投
下
さ

れ
大
惨
害
を
こ
う
む
り
ま
し
た
。

⑯
マ
グ
マ
大
使
が
戦
う
地
球
侵
略
を
た
く

ら
む
宇
宙
人
。

⑱
鮪
や
鰹
な
ど
の
身
の
黒
ず
ん
だ
と
こ
ろ
。

⑲
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
な
ど
の
ワ
イ
ン
の
専
門

職
。

⑳
機
械
装
置
。
仕
掛
け
。
仕
組
み
。

（
出
題
者
　
元
岡
洋
子
さ
ん
）

材料〈2人分〉
そうめん………………3束
シナチク ……………50ｇ
ニンジン ……………50ｇ
生シイタケ……………2個
ニラ…………………1/4束
モヤシ ………………50ｇ
サラダ油…………大さじ1
塩、濃い口しょうゆ、各少々

給食対策委員会
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編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り

編
集
委
員
に
な
っ
た
も
の
の
、
編
集
会
議

の
日
程
が
、
ど
う
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず

欠
席
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
M
E
S
O
秋

号
の
編
集
か
ら
や
っ
と
会
議
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
編
集
委

員
の
方
々
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
新
し
い
世

界
が
開
け
て
楽
し
い
で
す
。
取
材
に
も
参
加

し
て
い
き
た
い
と
気
持
ち
だ
け
は
あ
る
の
で

す
が
…
…
実
践
で
き
る
の
は
い
つ
に
な
る
こ

と
や
ら
　

Ｓ

■7／27国立病院の不利益・雇止
め裁判の原告を支える会の総会をか
ねたビアパーティーが64人の参加
で開催されました。呼びかけ人でフ
ォークシンガーの野田淳子さんのミ
ニミニコンサートや会結成後の取り
組みを紹介したスライド上映、ゲー
ムなど家族参加者も楽しんでいまし
た。

支える会の総会ビアパーティー

8／25京都医療センターでは、恒例の
夏祭りが催されました。職員のたて笛と
お琴のコラボ、オカリナ演奏なども披露
され、親子連れも参加、ヨーヨー釣りや
出店・花火やゲーム、200人あまりが行
く夏の宵をゆったり過ごしました。

残暑厳しい8月19日(土)四条河原町にて白衣の宣伝行動を行いました。約50人の京都
で働く看護師が参加し、署名行動、ビラ配布、宣伝カーからの悲痛な看護現場を訴え、奮
闘しました。今回の行動の主役は、ある組
合員さんのお子さん!! 推定年齢10歳くら
い。暑い中、「お願いします!!」と道行く人
にビラを大人顔負けで渡していき、その姿
を見た参加者も奮起!! 夏休みで遊びに来た
高校生が次々と署名、車椅子の方や年配の
方も今回の医療制度の改悪に怒りをぶつけ
署名をしてくれました。1時間ほどの宣伝
で161筆の署名を集めることができまし
た。外に出るとやはり元気になりますね!!

(^^;)

8・19白衣宣伝
ｉｎ

四条河原町

夏まつり


